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〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

【　

月
】

１０
　

日
・
豊
和
会
例
会

１７
　

日
・
全
国
芝
居
小
屋
会
議

１８
　

日
・
但
東
い
ろ
ど
り
フ
ェ
ス
タ

１９
　

日
・
台
風　

号
被
災
者
追
悼
の

２０

２３

集
い
・
記
念
イ
ベ
ン
ト

　
　

・
第
３
回
豊
岡
市
・
京
丹
後

市
合
同
会
議

　

日
・
大
石
り
く
ま
つ
り

２６
　
　

・
清
潔
で
明
る
い
町
づ
く
り

推
進
大
会

　
　

・
北
但
地
域
環
境
フ
ォ
ー
ラ

ム

　

日
・
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
締
約
国

２８

会
議（
〜　

月
４
日
）

１１

　

日
・
豊
岡
市
美
術
展　

全
但
児

３１

童
・
生
徒
作
品
展（
〜　

月
１１

４
日
）

【　

月
】

１１１日
・
全
日
本
身
体
障
害
者
野
球

選
手
権
大
会
（
〜
３
日
）

　
　

・
こ
と
ぶ
き
苑
祭

３
日
・
出
石
お
城
ま
つ
り

　
　

・
マ
ロ
ニ
エ
ま
つ
り

４
日
・
豊
岡
北
地
区
暴
力
追
放
防

犯
交
通
安
全
大
会

５
日
・
市
政
懇
談
会
（
竹
野
総
合

支
所
）

　
　

・
津
居
山
か
に
漁
出
港
式

６
日
・
松
葉
ガ
ニ
漁
解
禁

７
日
・
中
日
本
海
交
流
会
議　

８
日
・
豊
岡
南
地
区
暴
力
追
放
防

犯
交
通
安
全
大
会

　

日
・
円
山
川
左
岸
築
堤
工
事
起

１１

工
式

　
　

・
市
政
懇
談
会
（
日
高
農
村

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
）

　

日
・
市
議
会
臨
時
会

１３

　
　

月　

日
、
市
議
会
臨
時
会
が

１１

１３

開
催
さ
れ
、
議
会
役
員
が
改
選
さ

れ
ま
し
た
。

　

議
長
に
岡
谷
邦
人
さ
ん
、
副
議

長
に
谷
口
勝
己
さ
ん
、
議
員
選
出

の
監
査
委
員
に
森
田
健
治
さ
ん
が

そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
ま
し
た
。

円
山
川
の
生
き
も
の
を
守
る
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
駆
除
作
戦
を
実
施

外
来
生
物
問
題
を
み
ん
な
で
考
え
よ
う
！

市
議
会
役
員
人
事
決
ま
る

議
長
に
岡
谷
邦
人
さ
ん
、副
議
長
に
谷
口
勝
己
さ
ん

　

な
お
、
各
委
員
会
の
委
員
長
、

副
委
員
長
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

◎
は
委
員
長
、
○
は
副
委
員
長

■
常
任
委
員
会

【
企
画
総
務
委
員
会
】

　

◎
稲
垣
の
り
子　

○
門
間
雄
司

【
市
民
福
祉
委
員
会
】

　

◎
森
田　

進　

○
升
田
勝
義

【
文
教
委
員
会
】

　

◎
村
岡
峰
男　

○
福
田
嗣
久

【
建
設
経
済
委
員
会
】

　

◎
野
口
逸
敏　

○
広
川
善
徳

■
議
会
運
営
委
員
会

　

◎
古
谷
修
一　

○
川
口　

匡

■
特
別
委
員
会

【
議
会
広
報
特
別
委
員
会
】

　

◎
綿
貫
祥
一　

○
古
池
信
幸

【
交
通
網
問
題
調
査
特
別
委
員 

　

会
】

　

◎
椿
野
仁
司　

○
芝
地
邦
彦

【
庁
舎
建
設
調
査
特
別
委
員
会
】

　

◎
吉
岡
正
章　

○
木
谷
敏
勝

【
議
会
改
革
特
別
委
員
会
】

　

◎
伊
藤　

仁　

○
上
坂
正
明

　
　

月　

日
、
玄
武
洞
前
（
赤
石
）

１０

２６

の
円
山
川
の
入
り
江
で
外
来
魚
の

ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
と
ブ
ル
ー
ギ
ル
の

駆
除
作
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
は
、
元
々
は
ア
メ
リ
カ

に
生
息
す
る
魚
で
し
た
が
、
食
用

や
釣
り
対
象
と
し
て
国
内
に
持
ち

込
ま
れ
、
急
激
に
数
を
増
や
し
て

い
ま
す
。
繁
殖
力
が
強
く
食
欲
も

旺
盛
で
、
国
内
に
昔
か
ら
生
息
す

る
生
き
も
の
た
ち
を
食
べ
つ
く
し

て
し
ま
う
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
円
山
川
の
生
き
も
の

を
守
る
た
め
、
円
山
川
漁
業
協
同

組
合
が
中
心
と
な
り
、
駆
除
作
戦

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

竹
棒
で
水
面
を
た
た
き
な
が
ら

設
置
し
た
網
に
追
い
込
ん
だ
り
、

専
用
の
仕
掛
け
を
使
う
な
ど
し
て
、

ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス　

匹
と
ブ
ル
ー
ギ

２０

ル
８
匹
が
捕
獲
・
駆
除
さ
れ
ま
し

た
。

　

同
組
合
組
合
長
の
田
川
与
志
美

さ
ん
は
「
円
山
川
の
豊
か
な
生
態

系
を
守
る
こ
と
は
大
切
で
す
。
こ

の
取
組
み
を
通
じ
て
、
多
く
の
皆

さ
ん
に
外
来
生
物
の
危
険
性
を

知
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
や
ブ
ル
ー
ギ
ル

以
外
に
も
、
現
在
国
内
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
外
来
生
物
が
進
出
し
、
市

内
で
も
在
来
の
生
き
も
の
に
大
き

な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
ペ
ッ

ト
や
観
賞
用
、
食
用
な
ど
、
海
外

か
ら
持
ち
込
ま
れ
る
理
由
は
多
く

あ
り
ま
す
が
、
豊
岡
の
豊
か
な
自

然
環
境
を
未
来
に
残
す
た
め
に
、

次
の
３
つ
の
こ
と
に
協
力
く
だ
さ

い
。

●
入
れ
な
い　

悪
い
影
響
を
及
ぼ

す
恐
れ
の
あ
る
外
来
種
を
む
や

み
に
国
内
に
入
れ
な
い
。

●
捨
て
な
い　

ペ
ッ
ト
と
し
て
飼
っ

て
い
る
外
来
種
を
自
然
の
中
に

捨
て
な
い
。

●
拡
げ
な
い　

自
然
の
中
に
い
る

外
来
種
を
他
の
地
域
に
拡
げ
な

い
。

▲水面をたたいて網に追い込む
駆除作戦

監査委員
森　田　健　治

副議長
谷　口　勝　己

議　長
岡　谷　邦　人
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ト
キ
知
事
に
会
う 

日
本
経
団
連
の
会
員
企
業
が
視
察
来
市

豊
岡
の
自
然
保
護
と
地
域
振
興
を
つ
な
い
だ
取
組
み
に
感
銘

　

鳥
取
県
東
部
の
「
因
幡
」
地
域

を
全
国
の
人
に
も
っ
と
知
っ
て
も

ら
お
う
と
、
平
成　

年
４
月
か
ら

２１

翌
年
３
月
ま
で
の
１
年
間
、「
２
０

０
９
鳥
取
・
因
幡
の
祭
典
」
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

　

期
間
中
は
、
鳥
取
県
東
部
地
域

の
１
市
４
町
を
舞
台
に
多
彩
な
イ

ベ
ン
ト
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
そ
れ

ら
の
先
陣
を
切
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
４
月　

日
１８

（
土
）〜
５
月　

日（
日
）ま
で
、
鳥

３１

取
砂
丘
オ
ア
シ
ス
広
場
で「
世
界

砂
像
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
夢
あ
ふ
れ
る「
砂
」の

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
ワ
ー
ル
ド
を
ぜ
ひ

体
験
く
だ
さ
い
。

　

豊
岡
市
と
、
因
幡
地
域
の
各
自

治
体
は
「
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク

認
定
」
や
「
因
幡
・
但
馬
広
域
観

光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
な
ど
、
同
じ

目
的
の
事
業
に
取
り
組
む
良
き

パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
。
但
馬
・
因
幡

両
地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
、
祭

典
を
盛
り
立
て
ま
し
ょ
う
。

　

お
得
な
前
売
入
場
券
は
、
観
光

課（
�　

－
９
０
１
６
）で
購
入
で

２１

き
ま
す
。

　
　

月　

日
、
社
団
法
人
日
本
経

１０

１７

済
団
体
連
合
会
自
然
保
護
協
議
会

会
員
企
業
の
環
境
部
門
担
当
者
な

ど
９
人
が
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
野
生
復

帰
や
そ
れ
を
支
え
る
農
家
、
市
民

な
ど
の
取
組
み
を
視
察
す
る
た
め
、

豊
岡
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
た
ち
は
、
コ
ウ
ノ
ト
リ

と
共
に
生
き
る
豊
岡
の
取
組
み
に

つ
い
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
コ
ウ
ノ
ト
リ
湿

地
ネ
ッ
ト
や
河
谷
営
農
組
合
員
、

兵
庫
県
、
県
立
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷

公
園
の
職
員
、
中
貝
市
長
な
ど
か

ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、

県
立
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園
や
加

陽
の
ビ
オ
ト
ー
プ
、
六
方
田
ん
ぼ
、

ハ
チ
ゴ
ロ
ウ
の
戸
島
湿
地
、
出
石

永
楽
館
、
城
崎
温
泉
街
な
ど
を
見

学
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
視
察
を
企
画
し
た
同
協

議
会
顧
問
の
真
下
正
樹
さ
ん
は

「
中
貝
市
長
の
講
演
を
東
京
で
聞

い
て
、
ぜ
ひ
豊
岡
に
行
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
農
家
、
市
民

団
体
、
県
、
市
な
ど
の
関
係
者
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
役
割
を
果
た

し
て
い
る
こ
と
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
や

城
崎
温
泉
、
出
石
永
楽
館
な
ど
豊

岡
の
資
源
を
生
か
す
考
え
方
が
よ

く
分
か
り
ま
し
た
。
他
の
地
域
と

比
較
す
る
と
、
自
然
保
護
と
地
域

振
興
を
つ
な
い
だ
取
組
み
が
特
徴

的
で
す
ね
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

２
０
０
９
鳥
取
・ 
因  
幡 
の
祭
典
来
春
開
幕

い 

な 

ば

但
馬
・
因
幡
両
地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
て

▲奥田副市長（左）といなば
ＰＲフェアリーの田邊美和
子さん

▲無農薬の大豆栽培の説明に
耳を傾ける参加者たち

　

先
月
、
韓
国
の 
昌
原 
市
で
開
か

チ
ャ
ン
ウ
ォ
ン

れ
た
第　

回
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
締

１０

約
国
会
議
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

Ｎ
Ｇ
Ｏ
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
に
出
席

す
る
た
め
で
す
。

　

こ
の
条
約
は
、
国
際
的
に
重
要

な
湿
地
の
保
全
を
目
的
と
し
、
日

本
で
は
釧
路
湿
原
な
ど　

カ
所
が

３７

登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
豊
岡
は
、

２
０
１
２
年
ル
ー
マ
ニ
ア
で
開
か

れ
る
次
回
会
議
で
円
山
川
下
流
域

の
登
録
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

後
向
き
歩
き
転
倒
事
件
で
右
手

に
補
装
具
を
付
け
た
豊
岡
市
長
。

サ
ッ
カ
ー
で
痛
め
た
右
足
に
ギ
ブ

ス
を
は
め
、
け
な
げ
に
荷
物
を
運

ぶ
市
職
員
。
２
人
が
さ
っ
そ
う
と

歩
く
姿
は
感
動
的
で
あ
っ
た
と
評

判
で
す
。
会
議
場
の
保
安
検
査
で

は
、
市
職
員
が
通
る
た
び
に
ブ

ザ
ー
が
鳴
り
響
い
て
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
、 
慶
尚
南
道 
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
主

キ
ョ
ム
サ
ム
ナ
ン
ド
ウ

催
の
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
、
コ
ウ

ノ
ト
リ
を
め
ぐ
る
豊
岡
の
取
組
み

を
報
告
し
ま
し
た
。
機
内
で
ブ
ツ

ブ
ツ
言
い
な
が
ら
覚
え
た
英
語
で

約　

分
。
ヒ
ナ
巣
立
ち
の
映
像
で

２０
は
涙
を
流
す
人
も
い
ま
し
た
。

　

Ｗ
Ｗ
Ｆ（
世
界
自
然
保
護
基
金
）

ジ
ャ
パ
ン
と
「
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約

湿
地
を
増
や
す
市
民
の
会
」
主
催

の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
も
前
回
と
一
字

一
句
違
わ
ぬ（
原
稿
ど
お
り
の
）ス

ピ
ー
チ
を
。
韓
国
･ 
済  
州 
島
か
ら

チ
ェ 
ジ
ュ

の
参
加
者
が
「
来
年
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
に
ぜ
ひ
出
席
を
」
と
言
っ
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

市
民
、
団
体
、
企
業
、
行
政
が

一
体
と
な
っ
て
コ
ウ
ノ
ト
リ
も
住

め
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
豊
岡

の
姿
や
、
環
境
経
済
戦
略
の
ア
イ

デ
ア
と
実
践
は
、
強
烈
な
印
象
と

驚
き
を
も
っ
て
受
け
止
め
ら
れ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

慶
尚
南
道
の
知
事
が
会
い
た
い

と
言
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
中
国

か
ら
２
羽
の
ト
キ
が
贈
ら
れ
て
き

た
ば
か
り
で
、
豊
岡
に
大
き
な
関

心
が
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

翌
日
の
韓
国
の
新
聞
に
、
記
事

と
写
真
が
載
り
ま
し
た
。
見
出
し

に
は
こ
う
あ
り
ま
し
た
。

「
日
本
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
市
長
、
韓

国
の
ト
キ
知
事
と
出
会
う
」


